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問題　A

「ご飯 DE 笑顔」プロジェクト

　「ご飯 DE 笑顔」プロジェクトは、全国の高校生が自分の地方の食をテーマに、その地方を

笑顔にするアイデアを考えて、実行するプロジェクトです。プロジェクトでやってみたこと

と、その結果を発表する全国大会もあります。

　今年の決勝大会は 11 月 13 日に
みやぎ

宮城県で開かれました。去年までは東京で開かれていました

が、「全国に笑顔を」というテーマのもと、東日本
だいしんさい

大震災で
ひがい

被害を受けた
みやぎ

宮城県をおとずれる

ことにしました。

　今年のプロジェクトの一つをしょうかいしましょ

う。
か な が わ

神奈川県立相原高等学校の「M:T:C@rrot」です。

プロジェクトの目的は
でんとう

伝統
やさい

野菜の
まんぷくじせんこう

万福寺鮮紅大長にん

じんを育て、食べ、伝えることです。このにんじんは

1960 年代までは多くの
のうか

農家で作られていました。味も

いいのですが、長さが 80 cm もあるので、最近は忘れ

られていました。高校生たちのプロジェクトでは、新

しいレシピを考えて、試食会を開きました。12 月には
まんぷくじせんこう

万福寺鮮紅大長にんじんフェアも開く予定です。

　参加する高校生たちのプロジェクトは広く知られ、多くの高校生が食について考える きっか

けに なります。参加した高校生たちの熱いパワーが日本中を笑顔で元気にすることを願ってい

ます。

参考：http://www.egao-p.com
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問題　B

若者の失業率、日本でも高い

①	 アメリカやヨーロッパで、政治や経済に不満を持つ若者のデモが広がっています。その理

由は若者が なかなか仕事に つけないことだと言われていますが、実は日本でも若者の失

業率は全体に比べて高いのです。

②	 今仕事をしていなくて、仕事を探している人を失業者といいます。家庭の
しゅふ

主婦でも、学生

でも、パートやアルバイトの仕事を探していれば、失業者になります。去年の 10 月、日本

全体の失業率は 4.4 % でしたが、若い人の失業率はその倍近くでした。

③	 失業問題について、
ちゅうおう

 中央大学の大橋先生に聞いてみました。先生は、若い人の失業率が

高い理由を、3 つに分けています。

④	 「作った商品が どんどん売れるときは、会社は若い人を たくさん やといますが、
けいき

景気

が悪くなって商品が売れなくなると、会社は若い人を やといません。」

⑤	 「コンピューターの技術などが進むにつれて、仕事は専門の知識を必要とする難しい仕事

と、だれにでもできる仕事の二つに分かれていきます。だれにでもできる仕事は、もらえ

るお金も安くて、若い人は いやに なって やめてしまいます。」

⑥	 「もう一つは自分の希望に こだわる若者が増えたことです。最近の若者は自分の希望し

ている会社でないと、入ろうとしない人が増えています。」

⑦	 大橋先生の話によると、若者に心がけてほしいことは、まず できるだけ自分の能力をみ

がくことと、いったん ついた仕事はやめないで、できるだけ続けることです。

参考：2011 年 12 月 6 日づけ朝日小学生新聞
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問題　C

歴史を CG で再現
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　昔の
たてもの

建物や
しろ

城、できごとなどを、最新の技術、CG（コンピューターグラフィック

ス）で再現する研究が進められています。

　例えば、
おおつじょう

大津城は今から 420 年ほど前に たてら

れた
しろ

城ですが、最近 CG で再現されました。
しろ

城が 

どんな すがただったのかは、歴史的な研究からは 

まだ知られていません。しかし、CG チームは図や

専門家の話などから、
しろ

城のデザインを手がけまし

た。それをもとに、学生が
しろ

城の CG の動画を作成し

ました。完成した CG の動画は
おおつ

大津市の
び わ こ

琵琶湖
きせん

汽船

のターミナルなどで見ることができます。

　また、 11月の初めに、
な ら

奈良県
あ す か

明日香村でおもしろいイベン

トが行われました。特別なゴーグルをつけて、電気自動車で

村を回ります。そのゴーグルをつけて  まわりを見ると、昔の
たてもの

建物が目に入り、6 
せ い き

世紀ごろから  7 
せ い き

世紀ごろまでの様子を見る

ことができます。そこは当時、日本一重要な都市、「
あすかきょう

飛鳥京 」

があった所です。そして、その時代の
たてもの

建物 や役人の他、

「大化の
かいしん

改新」（645年）の始まりとなった
そがのいるか

蘇我入鹿の暗殺の
ばめん

場面

を見ることもできます。

　この CG 作りを研究した東京大学の大石先生は「人の動きや
たてもの

建物を立体的に再現する

ことで、歴史をより身近に感じられるようになります。また、図や文だけでは分かりに

くい物や動きを立体的に再現すると、当時の様子が手に取るように分かってきます。」 

と話していました。イベントに参加した白石さんも「タイムスリップしたみたいで 

おどろきました。東大寺の
だいぶつ

大仏をつくった時の様子も見てみたいと思います。」と話し

ていました。

参考：2011 年 12 月 4 日づけ朝日小学生新聞

CG で再現された
おおつじょう

 大津城
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「
気
づ
い
て
た
の
?
」 

「
う
ん
。
な
ん
で
か
な
っ
て
思
っ
て
た
」 

私
は
、
た
め
い
き
を	

つ
い
た
。
彼
は
、
私
が
見
つ
め
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
だ
。
そ
し
て
、
そ
こ

に
は
、
初
恋

は
つ
こ
い

と
か
、
そ
の
よ
う
な	

あ
ま
い
気
持
が	

ま
じ
っ
て
い
な
い
こ
と
に
も
気
づ
い
て
い
た
の
だ
。
私

は
、
な
ん
だ
か
味
方
を 

え
た
よ
う
な
気
分
に
な
り
、
気
持
が
楽
に
な
る
の
を
感
じ
た
。
ど
う
や
ら
、
彼
は

物
事
を
正
確

せ
い
か
く

に
見
つ
め
る
こ
と
の
出
来
る
人
の
よ
う
な
の
だ
。 

「
実
は
ね
え
…
」 

 

私
は
、
初
め
て
彼
の

瞳
ひ
と
み

に
出
会
っ
た
時
か
ら
、
ず
っ
と
心
の
中
に	

す
ん
で
い
る
疑
問
に
つ
い
て
話
し
始

め
た
。
彼
は
、
興
味

き
ょ
う
み

深
そ
う
に
、
私
の
話
を
聞
い
て
い
た
が
、
く
び
を	

か
し
げ
る
ば
か
り
だ
っ
た
。 

「
で
も
、
お
れ
、
東
京
に
引
っ
こ
し
て
来
た
ば
っ
か
だ
し
、
き
み
と
会
っ
た
こ
と
な
ん
て
な
い
は
ず
だ
よ
」 

「
う
ん
。
そ
れ
は
解
っ
て
る
ん
だ
け
ど
、
絶
対
に
見
覚
え
あ
る
の
よ
ね
、
相
沢

あ
い
ざ
わ

君
の
目
に
」 

「
ふ
う
ん
。
ま
、
い
い
か
」 

そ
う
言
っ
た
き
り
、
幹
生

み

き

お

は
、
再
び	

だ
ま
っ
て
歩
き
続
け
た
。 
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問題　D
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「
帰
ろ
う
。
き
み
ん
ち
吉
祥
寺

き
ち
じ
ょ
う
じ

で
し
ょ
。
お
れ
も
中

央

ち
ゅ
う
お
う

線
だ
か
ら
。
」 

 

私
は
、
お
ど
ろ
き
の	

あ
ま
り
、
彼
を
見
上
げ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。
幹
生

み

き

お

が
直
接
、
私
に
話
し
か
け
た

の
は
初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
だ
。
し
か
も
、
皆
が
見
つ
め
て
い
る
中
で
。 

私
は
、
う
な
ず
い
て
、
の
ろ
の
ろ
と
立
ち
上
が
っ
て
帰
り
支
度

じ

た

く

を
始
め
た
。
ど
う
に
で
も
な
れ
と
い
う

気
分
だ
っ
た
。
ど
う
せ
、
こ
の
ま
ま
、
私
が
す
ね
て
い
た
と
し
て
も
、
う
わ
さ
が
消
え
る
こ
と
な
ど
な
い

の
だ
。
私
と
幹
生

み

き

お

は
二
人
で
教
室
を
出
た
。
す
げ
え
と
か
、
や
る
な
あ
と
か
、
男
子
生
徒
た
ち
の
感
嘆

か
ん
た
ん

の

こ
え
が
、
私
た
ち
の
背
後

は

い

ご

か
ら	
お
い
か
け
て
来
た
。 

私
と
幹
生

み

き

お

は
、
し
ば
ら
く
無
言
で
歩
い
て
い
た
。
私
は
、
男
子
生
徒
と
連
れ
だ
っ
て
歩
く
こ
と
な
ど
初

め
て
で
、
ど
ぎ
ま
ぎ
し
て
い
た
が
、
彼
に
自
分
の
気
持
を
伝
え
て
お
か
な
く
て
は
と
思
い
、
よ
う
や
く
口

を
開
い
た
。 

「
あ
の
、
私
、
皆
が
言
う
よ
う
な
こ
と
、
思
っ
て
な
い
の
。
ど
う
し
て
、
あ
ん
な	

う
わ
さ
が
出
た
の

か
、
解
ら
な
い
け
ど
…
」 

幹
生

み

き

お

は
、
ち
ら
り
と
私
を
横
目
で
見
て
笑
っ
た
。 

「
知
っ
て
る
よ
。
で
も
、
き
み
、
い
つ
も
、
お
れ
の
こ
と
見
て
た
で
し
ょ
う
」 

私
は
、
自
分
の	

ほ
ほ
に	

ち
が	

の
ぼ
る
の
を
感
じ
た
。 
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問題　E

みんなのライバル「東ロボットくん」

　数ある日本の大学の中で、入学試験の合格が一番難しいと されているのが、東京大学（東

大）です。今日は、東大受験のとき、ライバルになるかもしれない存在をしょうかいします。

　実は、それは、ロボットなのです。
せいかく

正確にいうと、ロボットに とうさいする「人工知能」

です。正式な名前は決まっていませんが、「東ロボくん」と よばれています。

　人工知能というのは、物を覚えたり、判断したりする人間のような知能を持つコンピュータ

ーシステムのことです。この東ロボくんを東京大学に合格させようというプロジェクトを、国

立情報学研究所が始めています。

　東ロボくんはコンピューターなので、暗記はもちろん
とくい

得意です。教科書や過去の問題など

は、すぐに覚えられます。また、暗記の他に、計算のように、
てじゅん

手順が決まっていることも上手

です。どんなに
ふくざつ

複雑な
てじゅん

手順でも、東ロボくんにとって苦になりません。

　でも、東ロボくんは「だいたい こうだろう」と考える、「だいたい」の感覚がありません。

例えば、19 
せいき

世紀のイギリスの歴史の話ですが、

	 ①		コブデン、ブライトらは
こくもつ

穀物法に対して反対運動を起こした。

	 ②		コブデン、ブライトらは
こくもつ

穀物法の
はいし

廃止を要求した。

皆さんは、人物の名前や
こくもつ

穀物法は何か知らなくても、上の二つの文がだいたい同じ意味だと分

かるでしょう。でも、東ロボくんは「だいたい」が ないので、上の二つの文が にていること

が分かりません。

「だいたい」の感じを
きょうゆう

共有することは、人間と人工知能の とうさいするロボットが いっしょ

に生活するような時代を考えるとき、大切になってきます。言葉でロボットに話そうと思って

も、人間はそんなに
せいかく

正確なことを言いません。ロボットが「あいまいな言葉」を理解できるよ

うに ならなくては、本当の人間と いっしょに くらしていくのは、難しいでしょう。

参考：2011 年 12 月 6 日づけ朝日小学生新聞


